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令和３年２月15日（月）より令和３年産米水稲種子の袋詰め作業が始まりました
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１ 水田の早期融雪・乾燥化に努めましょう。

　たいせつ地域では例年３月中旬頃から融雪剤散布が始まり
ますが、本年は１～２月にかけてまとまった降雪となりまし
たので、散布時はなるべく気温がプラスの予報の際に行いま
しょう。また、散布後20㎝以上の降雪がある場合は効果が
小さくなりますので、散布後の天候に十分注意しましょう。

融雪後は融雪水がほ場に停滞することがあるため、溝切りや心土破砕等を実
施し表面水を排除しましょう。水田を乾燥させることで、土に亀裂を入れ「ワ
キ」を抑え、機械作業を容易にすることができます。積雪の多い地域は生育
期間確保のためにも早期融雪を心がけましょう。それに伴い、健全な稲の育
成と融雪効果を兼ねているケイ酸資材の投入も考えてみましょう。

２ 適期移植に向けた播種を行いましょう。

　育苗期間が長期化する程、老化や早期異常
出穂等の生育不良苗が増えてしまいます。近
年は育苗日数が30日以内でも移植可能な苗
が散見されるので、移植の判断は苗の葉数で
移植時期を判断する様にしましょう。また例
年の気象状況等を参考にし、目安としてまで
の移植ができるよう逆算した作業計画で播種
を行いましょう。

健苗を育成しましょう。
（１）「ずんぐり苗」に育てましょう。
　「ずんぐり苗」とは短く腰が太い苗で、移
植後の強風や低温にも強く、根長・根量の多い活着・分げつが旺盛な初期生育に優れた苗です。また、
温度計を籾及び苗の近くに設置して、徹底した温度管理と換気を行い「ずんぐり苗」を育成し収量・
品質を向上させましょう。
（２）早期異常出穂の防止！
　早期異常出穂は通常の葉数を確保しないうちに主茎のみ早期 (７月上～中旬 )に出穂する現象で、
品質の低下やタンパク値上昇の原因となります。早生品種ほど感温性が高くなり、2.5 葉以降に
25℃以上となると早期異常出穂が発生しやすくなります。また、育苗日数が長期化すると苗の徒
長や葉数過多の原因となるほか、老化苗になりやすくなります。
（３）生育段階に合わせた適切な管理をしましょう
　1.5 葉期までのかん水は、根の発育促進のためにかん水の回数
を抑え、一度にたっぷりのかん水を心がけ、実施の目安は下記を
参考にかん水をして下さい。また、少量で複数回に分けてかん水
を行うと、土壌過湿となり根の発育が阻害されてしまいます。な
るべく控えましょう。

たいせつ
なここがポイント

ＪＡたいせつ営農部　農産販売課

水稲編

写真１：「ワキ」の発生が激
しいほ場の根

【移植時の成苗ポット葉数】
ゆめぴりか：3.6 ～ 4.3 葉
ななつぼし：3.6 ～ 4.0 葉
きらら397：3.6 ～ 4.4 葉

【移植時の中苗マット葉数】
ゆめぴりか：3.１葉～3.5 葉
ななつぼし：3.１葉～3.5 葉
きらら397：3.１葉～3.5 葉

≪移植適期を葉数で判断する場合の目安≫

≪健苗の様子≫

①早朝に葉先の水滴がなくなった時
②晴れる予報の日の朝
③日中に葉先の展開が悪くなった時

かん水時の目安
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「置床鎮圧育苗法」
　置床鎮圧育苗法とは、水稲育苗ハウスを耕起後に鎮圧ローラーを使用し、置床を踏み固めた上に成苗
ポットを設置する方法です。踏み固めた土の上に成苗ポットを設置することで、苗箱設置時間の短縮や
苗取時の負担が軽減されます。また、置床の土壌水分の均一化、苗揃いが向上しセル内の根巻きが向上
するなど、苗質への効果も期待できます。
　ただ、置床鎮圧は平らな土の上に育苗箱を敷くため、慣行の方法よりも土が乾きやすくなっています。
土が乾くたびにかん水するのではなく、前述の通りに一度にたっぷりのかん水を心がけましょう。また、
ポット定植後のみでもかん水は可能ですがその場合は、置床までしっかり浸透するまでかん水しましょう。

※実施を検討される方は農協にご相談ください※

置床鎮圧の
作業工程

慣行栽培の
作業工程
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≪作業工程イメージ≫

≪たいせつ地域の「置床鎮圧育苗法」普及状況≫

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ 31（Ｒ１） Ｒ２
水稲作付け者戸数※１ 281 276 260 ―※２

実施戸数 132 146 152 ―※２

未実施戸数 149 130 108 ―※２

※1複数戸法人については育苗している方を集計しています。
※2新型コロナウイルス感染拡大防止のため巡回を実施しておりません。

【管理目標：出芽の促進】
◎二重被覆で保温、適正水分を保つ。
◎出芽期に低温、日照不足が続く場合は、カビ防止のためシルバーポリは昼間除去する。
◎白い芽が 70％程見えたら被覆資材除去（それ以上はシルバーとの接触面が増えヤケる危険有）。
◎1.5 葉までのハウス適温は 20℃～ 25℃で 25℃以上にならないよう換気する（徒長苗に注意）。

 
 出芽揃いまで 

ハウス温度 
35℃以下 

籾位置の温度 
30℃～32℃ 

30℃～32℃30℃～32℃

【管理目標：根の発育促進】
◎過湿を避け、発根を促進させる。
◎かん水は早朝、葉先に水滴が少なくなった時と晴れる予報の日にたっぷりかん水。
◎高温・過湿管理はしない（立枯病、褐条病防止）。
◎トンネルを外す際は早朝から外すようにしましょう。

 

 
出芽揃い～1. 5葉期  

 

 

 
  
 

 

温度計は葉先の 
近くで測定する 

20℃～25℃20℃～25℃ 10℃以上10℃以上

昼間 夜間 

肩換気が基本、 
高温時は裾換気 極端な低温管理は 

後半の草丈が伸びない 

① 早めに置床を十分乾燥させる。
② ハウス全体を均平にし、靴で踏んでも足
跡がつかない硬度まで仕上げる。
③ 鎮圧時ローラーは振動させずにかける。
④ 鎮圧後は段差直しを行い、置床とポット
の隙間を作らないようにする。
⑤ かん水は床土まで十分に浸透しているこ
とを確認する。

置床鎮圧のポイント
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１ ほ場の融雪促進

　秋まき小麦のほ場は雪腐病の軽減や生育期間確保のためにも、融雪剤を散布し早
期融雪に努めましょう。春まき小麦は播種が遅れると生育期間が短くなり、収量が
低下してしまいます。また、融雪後は融雪水の停滞を防ぎ、秋まき小麦の越冬後の
損失を抑えるため早期融雪・排水を実施し、収量を確保できるようにしましょう。

２ 秋まき小麦
　起生期追肥の時期となりました。起生期追肥は穂数が増加する一方、稈長も伸ばします。稈長の
伸長は倒伏の危険性が高まるため必ず茎数を確認し、ほ場に合わせた追肥を行いましょう。

畑作編

茎数の確認方法
　生育の中庸な地点の0.5m当たりの茎数を２～３か所調査
　㎡当たりの茎数＝畦長0.5m当たりの茎数（本）÷畦幅（m）÷0.5（m）
　　　　　（例）畦長0.5m当たりの茎数150本、畦幅0.3m（30cm）の場合
　　　　　　　150本÷0.3m÷ 0.5m＝ 1,000本 /㎡

【茎数ごとのほ場追肥量目安】
　近年の気象変化に対応するための施肥について検討中であるため、下記の目安は令和２年指導参
考「秋まき小麦「きたほなみ」の気象変動に対応した窒素施肥管理」を参考としています。

品　種 茎　数
（本／㎡）

追　肥　窒　素　量

起生期 幼穂形成期 止葉期

きたほなみ
1,300本 /㎡～ ２ kg/10a ８kg/10a

２～４㎏ /10ａ
～1,300本 /㎡ ４ kg/10a ６kg/10a

※起生期＋幼穂形成期＝10kg/10aを基準量としています。

３ 春まき小麦

　播種時期が遅れると減収の原因となります。ほ場の乾燥化をすすめ可能な限り早期播種（4月中）
に努めましょう。たいせつ地域で一般的な「春よ恋」は、稈長が高く柔軟なため倒伏の危険性が高
いです。標準播種量を守りましょう。また、ほ場のｐＨは5.5 ～ 6.0 になるよう矯正しましょう。

【春まき小麦の播種量および土壌別施肥量】

品　種 土壌区分 播種量
肥料成分 施肥例

チッソ リン酸 カリ 苦土 肥料名（10a当たり）

春よ恋

低地土

13～14㎏
/10a

8 kg 12 kg 8 kg 3 kg BB532（50㎏）又はBB082（80㎏）

泥炭土 6 kg 14 kg 9 kg 4 kg BB082（60㎏）

台地土 9 kg 14 kg 8 kg 4 kg BB532（60㎏）又はBB082（90㎏）
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１ 共通

（１）ハウス周辺の融雪促進
○ ハウス内と周辺に融雪材を散布し、なるべく早く除雪機が入れるように融雪促進
を図る。

○ アーチパイプ肩の曲がり部分以上に雪が積もった場合に、肩部直管パイプのやや
下までハウス回りの除雪を行わないで融雪材を散布すると、融雪時の沈降圧によ
りパイプの変形・折損や倒壊が生じることがあるので、無被覆パイプハウスでは
必ず除雪作業を行ってから融雪材を散布する。

（２）積極的な地温上昇をはかる
○ 融雪後から地温の上昇が始まるため、それに合わせて次の手順を確認する。
　・ 融雪材を散布する。（日中にプラスの気温となり、日平均気温が－３℃以上の頃）
　・雪融け水は積極的に排除する。
　・ハウス周辺の排水溝に融雪水が溜まらないように注意する。
　・表面水がなくなったら、播種・定植までハウスは閉める。（モヤ抜きは行う）
　・ハウスに隙間がないか確認する。

２ ほうれんそう

（１）温度管理
　播種時は４℃以上の地温を確保

（２）生育管理
　ほうれんそうは、冷涼な気候を好み、耐寒性が強いため、冬期間は比
較的作りやすい作物であるが、播種時の地温は４℃以上を確保する（図）。

（３）発生の多い主な病害虫
ホウレンソウケナガコナダニ防除
　・ 非常に小さく（0.4 ｍｍ程度）、肉眼では発生確認が困難。
　・ 低温を好むため、春秋に被害が多くなる。
　・ 多湿を好むため、土壌が乾燥すると水分を求めてほうれんそうに移

動する。
　・ 新芽、新葉に集中して寄生し、新芽の黒変、子葉の湾曲症状等がみ

られる。被害に気づきやすい症状として、葉の小突起や縮葉症状が
ある ( 右写真 )。本葉２～４葉期に加害されると、その後の展開葉
の奇形につながる。

　・ 未熟たい肥、もみがら等易分解性有機物の施用は発生密度を高める
要因となるので、未分解の有機質は使用しない。

【対策】
①　 薬剤防除する場合は、地表面全体に薬剤がかかるよう十分量を散布
する。

②　 ダニのエサとなる未分解の有機物の使用を避け、収穫後の残さや被
害葉はほ場外に持ち出し処分する。

防除例
播種前 子葉展開時 ２葉期 ４葉期 ６葉期

通常ほ場 カスケード乳剤 アファーム乳剤
多発ほ場 フォース粒剤 コテツフロアブル カスケード乳剤 アファーム乳剤 カスケード乳剤

青果編

図　生育・発芽適正温度

写真　 ホウレンソウケナガコナダニ
による被害の症状
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３ 軟白長ねぎ
定植までの管理
（１）温度管理
・定植までに地温15℃以上を確保する。
・施肥は定植の７～10日前までに施用し、土となじませておく。

（２）生育管理
①新畑では土壌ｐＨの確認
　 　ねぎは停滞水に弱く、土壌が締まった状態では根が順調に生育しないので、土壌の透排水性
を高めるため適切な土壌水分時に耕起するように努めましょう。
　　新畑では、土壌ｐＨを確認しｐＨ6.0 ～ 6.5 を目標に石灰資材を投入する。
施肥例１　新しいほ場

施用量
(kg/10a)

成分量 (kg/10a) 備　考  窒素 リン酸 カリ

基肥 マイフィッシュ
ＮＳ604

71   5.0   3.6
75 12.0   7.5 10.5

追肥 ｅ－トミー046   80※   8.0   3.2   4.8 追肥は２回に分けて行う
合計 25.0 14.3 15.3
※追肥は定植後30日目と60日目頃

施肥例２　リン酸・カリ過剰ほ場
施用量
(kg/10a)

成分量 (kg/10a) 備　考窒素 リン酸 カリ

基肥 マイフィッシュ
ＮＳ248

71   5.0   3.6
60 12.0   2.4   4.8

追肥 ｅ－トミー233   67※   8.0   2.0   2.0 追肥は２回に分けて行う
合計 25.0   8.0   6.8
※追肥は定植後30日目と60日目頃
②定植
　・購入苗の場合は、病害虫や傷みの有無を確認してから定植する。
　・植付けは倒伏や曲がり防止のため、垂直に５～６cmの深さになるよう行う。

定植後の管理
（１）温度管理
・生育適温は、15～20℃の範囲にする。
・ ２月上旬～３月上旬定植では、定植直後から活着まではやや高めの温度管理とし、その後は昼
温20℃以下、夜温10～20℃として徒長を防ぐ。

・ 苗が、幼鞘径５～７mm程度まで育った後に、一定の低温にさらされると抽台するので長期間
10℃以下の低温に遭遇させない。

（２） 生育管理
①日照の確保
　 　２月上旬～３月上旬定植では、日照時間が短いので、日の出から午前中の光を十分に当てる
ように、トンネル被覆を毎日開閉する。

②かん水管理
　 　定植直後は十分かん水し、活着までは水分と湿度を多めに管理し、活着後はかん水を控え換
気を十分に行ない、根の伸長を図る。かん水は、冷水でなく、地温程度の水温で行う。

③追肥
　 　追肥は、生育状況を見ながら、定植後30日目と60日目頃に行う。（施肥例１または施肥
例２参照）

④軟白作業（被覆作業）
　 　軟白後は、生育が抑制されるので、それまでに十分生育させておくことが重要。
　 　被覆開始の目安
　 　収穫目標月日の30～40日前　葉鞘径：13～15mm　草丈：80～90cm
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４ アスパラガス
春芽収穫前
（１）温度管理

日中 夜間 地温
28℃ 12℃ 18℃以上（地温確保できると萌芽揃いが良くなる。）

（２）生育管理
・萌芽までハウス全体を密閉し土壌水分を保持する。
　（水分の目安：地表下15～20cm深さで手で握って土が固まる程度。）

萌芽後
（１）温度管理
・ 生育適温は15～ 25℃だが、25℃になったら徐々に温度が下がるように、トンネル→内張り
→外張りの順に換気を行う。

（２）生育管理
・若茎は気温がマイナスになると凍害を受けるため、夜間は５℃以上で管理する。

５ たまねぎの育苗
（１）温度管理

播種～発芽 発芽～１葉期 １～２葉期※ ２葉期後半
育苗後日数 10～14日 14～ 25日 25～ 40日 40～ 55日

ハウス温度
発芽まで30℃

（ポット管理時は20℃）
20～ 25℃ 20～ 25℃ 15～ 25℃

※本葉１～１．５葉の時期は高温障害が発生しやすいため、特に注意する。

（２）生育管理
①苗床準備
　・苗床のｐＨ、ＥＣを必ず確認し、塩類過剰障害を防ぐ。
　・トレイ設置の数日前からビニールで被覆し地温を高める。
　・置床を平らにし、トレイの底を床面と密着させる。

②播種～出芽揃いまで（10日～14日）
　・出芽前の灌水は基本的に不要だが、覆土が白くなったら軽く行う。
　・出芽揃い後、日中にシルバーポリを除去するが、日差しの強い日中は避ける。

③発芽～１葉期（14日～25日）
　・シルバー除去後から覆土が乾かない程度に灌水を行う。

④本葉１～２葉の管理（25～40日）
　・  昼間のかん水は、トレイに水滴が残るとレンズ効果が発生し、地際から萎れる場合があるた
め、控える。

　・できるだけ午前中の早い時間に、覆土が乾かない程度に灌水を行う。
　・日中は、トンネルを剥がし、苗に十分日光を当てて徒長防止に努める。
　・多湿や灌水のやりすぎは徒長の原因となるため要注意。

⑤本葉２期以降（40～55日）
　・２葉期以降は、ポットを抜き、半分以上が白く乾いていたら灌水を行う。
　・２．５葉以降は葉期以降は､ 灌水を打ち切る。（ハードニング）
　・苗の葉数や葉しょうの太さを確認する。
　・定植日に向けて、少しずつ外気に当ててならしていく。
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各団体総会開催

令和3年度　ＪＡたいせつ「稲穂の里」協議会役員

◆最優秀賞･･･笠谷　栄司さん
　（東鷹栖地区 21区農事組合、第４区分）
◆優 秀 賞･･･中陳　勇人さん
　（鷹栖地区 有明町内会、第１区分）
◆優 秀 賞･･･遠藤　真澄さん
　（鷹栖地区 18町内会、第２区分）
◆優 秀 賞･･･傳里　隆男さん
　（東鷹栖地区 21区農事組合、第３区分）
◆優 秀 賞･･･篠崎　春雄さん
　（鷹栖地区 18町内会、第５区分)
◆特別表彰･･･笠谷　栄司さん（２年連続）

左から、髙橋雄二会長、笠谷栄司さん、篠崎春雄さん、遠藤真澄さん、傳里隆男さん
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各団体総会開催

令和3年度　ＪＡたいせつ女性部新役員
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各団体総会開催

４月１日から 10月 31日まで営業時間が下記の通り変更になります。

JAたいせつ

部　　門 曜　日
営　　業　　時　　間

４月～ 10月

一 般 業 務
平　　　日 ８：30～ 17：00

土　曜　日 ８：30～ 12：00

貯
　
　
金

窓　　　口
平　　　日 ９：00～ 16：00

土　曜　日 休　　　業

Ａ　Ｔ　Ｍ
平　　　日 ９：00～ 18：00

土　曜　日 ９：00～ 12：00

東鷹栖セルフ給油所 月～日曜日 ７：00～ 21：00

鷹栖セルフ給油所 月～日曜日 ７：00～ 20：00

整 備 工 場 平日・土曜日 ８：30～ 17：00

農 産 物 直 売 所 火～日曜日
（月曜日定休日）

10：00～ 17：00（４月）

10：00～ 18：00（５～ 10月）

ＪＡたいせつ営業時間のご案内

第２回法律相談日のご案内
　ＪＡでは、農地の売買・相続等に関する問題や、その他日常における法律問題について相談いただける
よう顧問弁護士による法律相談日を定期的に設けておりますので、事前にご予約の上お気軽にご利用くだ
さい。

◦相談日時　令和３年３月26日（金）
　　　　　　午後３時から午後５時　
◦相談場所　本所営農センター　２F会議室

◦弁 護 士　田代 耕平 氏
　　　　　　（札幌総合法律事務所）
※お問い合わせ先
　本所　購買部営農支援課　　☎57-2357
　支所　鷹栖支所営農施設課　☎87-4111
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元
代
表
理
事
組
合
長

 

森
山
東
幸 

殿 

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

当
組
合
元
代
表
理
事
組
合

長 

森
山
東
幸 

殿
が
２
月
20

日
、
享
年
68
歳
に
て
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
60
年
旧
東
鷹
栖
農
協

の
理
事
に
就
任
し
、
平
成
９

年
か
ら
は
旭
川
市
農
業
委
員
と
し
て
も
地
域
農
業
の
た
め

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
15
年
た
い
せ
つ
農
協
の
第
１
期
か
ら
理
事
に
就
任

さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
19
年
に
は
専
務
理
事
に
就
任
し
、

昨
年
末
ご
逝
去
さ
れ
た
長
田
克
巳
元
組
合
長
と
共
に
安
全

で
安
心
な
米
づ
く
り
に
力
を
注
が
れ
、
水
稲
種
子
の
温
湯

消
毒
、「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ 

稲
穂
の
里
協
議
会
」
を
設
立
、

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
と
上
川
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
け
る

施
設
出
荷
を
す
す
め
、
産
地
の
信
頼
確
保
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
農
協
の
合
理
化
計
画
の
も
と
、
生
活
事
業
の
撤

退
、
経
営
収
支
の
大
幅
な
改
善
、
財
務
の
健
全
化
、
自
己

資
本
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
平
成
21
年
に
は
「
た
い
せ

つ
農
産
物
直
売
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
11
月
、
長
田
元
組
合
長
が
突
然
病
に
倒
れ
ら

れ
、
平
成
22
年
１
月
末
を
も
っ
て
代
表
理
事
組
合
長
を
辞

任
し
、
理
事
会
の
互
選
に
よ
り
第
三
代
の
代
表
理
事
組
合

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
を
勇
退
さ
れ
た
後
も
、
元
気
に
農
業
を
続
け
ら
れ
、

時
々
農
協
に
も
お
い
で
に
な
り
、
若
い
職
員
に
も
激
励
の

言
葉
を
か
け
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。

組
合
員
皆
様
の
生
前
の
ご
厚
誼
に
深
謝
す
る
と
共
に
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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